
学校だより「 は つ や ま 」

○は○つ はつらつとした子 ○や やさしい子 ○ま まなぶ子
（きらきら） （ほかほか） （ぐんぐん）
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学力検査を実施しました！
１月２４日（火）、全学年を対象に国語と算数の２教科について学力検査を実施しました。
目的は、「今年度１年間で培われた学力について、客観的な評価を行うことで児童一人一人

の実態を把握し、学習指導の在り方をふり返るとともに、今後の指導に生かす」ためです。
検査の様子を見に、各教室を巡回してみました。子供たちは、だれもが真剣に学力検査に

向き合い、一生懸命に問題を解こうとしていました。その姿を見て、改めて初山小の子供た
ちの素晴らしさを感じました。
検査結果については、３月頃にお知らせできると思います。

薬物乱用防止教室
１月２４日（火）に、学校薬剤師のいきいき調剤薬局「永富亜紀先生」を講師として、５、

６年生を対象に「薬物乱用防止教室」を開催しました。
これは、「医薬品の正しい知識の普及を図ること。シンナーや覚醒剤、大麻、危険ドラッグ

等の薬物乱用の未然防止と児童の健全育成を図ること」を目的として実施をしました。
永富先生は、プレゼンテーション資料をもとに、とても分かりやすく丁寧に薬物の怖さな

どについて説明してくださいました。具体的には、
以下のような内容でした。
５、６年生の子供たちは、集中して真剣な態度で

話を聞き、感想発表では、自分事として考えた感想
を発表していて、たいへん感心しました。
今後も子供たちの健全育成のために、このような

取組を行っていきたいと思います。

校内での研修を推進しています！（パート４）
本校は「よい授業」の実践を目指し、今年度、算数科の学習に焦点を当て授業改善を行っ

ています。
３学期は、１月２５日（水）に４年生において研究授業を行いました。単元は「小数のか

け算とわり算を考えよう」で、授業の目標は「小数×整数の計算をｄＬや0.1Ｌを基に考え、
整数になおして計算し、説明することができる。」です。具
体的には、「0.3Ｌの６個分の計算方法を考え図や言葉で分
かりやすく説明する」という学習です。このような授業実
践を通して、「主体的に考えを表現できる子供」を育ててい
きます。
４年生の７名は、課題を解決するための見通しをもって、

一人調べに取り組んでいました。また、ノートに自分の考
えをしっかりと表現することができました。積極的に発表
する姿も見られ、着実に「主体的に考えを表現できる子供」
という目標の姿に近づいてきていることを感じました。
今回で、今年度の研究授業は終わりですが、今後も全職

員で研修を深め、子供たちの生きる力を育てていきます。

○ 薬物乱用って何？
○ アルコールやたばこについて
○ 薬物について（シンナーや大麻など）
○ 薬物の断り方について


